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公園に五月の陽ざしが輝いて、
伸びやかな枝に毛微笑が…
どく> I こで毛あるような

そんな都会の昼さがり
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闘牛ガイドブック売りの男／絵・文西村功

闘牛が始まる前に、ポスター、スライド用フイルムを引っさげて
スタンドの席をわたり歩いていた。
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〈
ピ
ァ
ー
ー
ス
ト
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

指
先
が
鍵
盤
に
触
れ
る
そ
の
と
き
、
一
つ
の
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
。
陰
騎
の
な
い
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
音
色
に
弾
く
人
の
素
顔
が
覗
い
て
い

る
。
骨
薫
屋
の
畑
け
た
棚
の
置
時
計
、
熱
い
瑚
排
を
か
き
ま
ぜ
る
銀
の
ス
プ
ー
ン
‐
ｌ
Ｌ
透
明
な
音
色
が
滴
と
な
っ
て
こ
ろ
が
り
落
ち
る
、

日
々
の
手
垢
に
塗
れ
た
生
の
只
中
へ
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
い
う
行
為
が
、
肌
に
し
っ
く
り
と
な
じ
ん
だ
着
慣
れ
た
服
の
よ
う
に
、
流
れ
る

日
常
の
裡
に
何
の
異
和
感
も
な
く
と
け
込
ん
で
行
く
。
何
処
か
の
町
の
薄
暗
い
露
路
裏
。
煉
ん
だ
煉
瓦
壁
が
数
々
の
人
生
の
哀
歓
を
刻
み

込
ん
で
い
る
町
角
。
ふ
と
、
耳
に
入
る
微
か
な
ピ
ア
ノ
の
音
色
。
件
ん
で
と
き
の
推
移
を
感
じ
る
‐
ｌ
Ｌ
自
ら
が
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て

他
者
を
も
楽
し
ま
せ
る
。
そ
ん
な
ピ
ア
ノ
を
弾
き
た
い
と
願
う
。
岡
村
晴
子
。
二
十
五
歳
。
松
陰
女
子
学
院
、
桐
朋
学
園
卒
業
。
こ
の
三

月
二
十
九
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
市
民
劇
場
「
新
進
音
楽
家
協
奏
曲
の
夕
べ
」
に
て
シ
ョ
パ
ン
を
弾
く
。
神
戸
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛

好
家
を
定
着
さ
せ
る
た
め
交
響
楽
団
が
欲
し
い
と
語
る
。
新
神
戸
駅
の
近
く
に
在
住
。
〈
自
宅
に
て
〉

冒
神
戸
っ
孟
胆

生
活
の
な
か
に
音
楽
を
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、
確信を持ってタジマの眼が選んだ宝石の名品

厚テ

元町２丁目ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表

白金台スタールピー・リング

タジマでは宝石の鑑定を無料でご相談に
応じておりますのでお気軽にご利用下さい。

定休日は水1 1 ｍ日です。
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た
と
え
ば
ダ
ム
建
造
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
な
ど
に
お
い
て
、
岩
が
外
力
を
受
け
た
時
、
岩
の
内
部
で
ど
う
い
っ
た
力
を
生
ず
る
か
、

ど
う
い
う
変
形
を
起
こ
す
か
と
い
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
岩
の
中
の
水
の
流
れ
、
断
層
の
改
良
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
学
問
を
岩
盤
力

学
と
い
う
そ
う
で
、
つ
ま
り
は
岩
の
力
学
な
の
だ
が
、
従
来
の
学
問
体
系
で
は
境
界
領
域
に
属
す
る
せ
い
で
、
日
本
で
本
格
的
な
研
究
が

始
ま
っ
て
ま
だ
加
年
と
い
う
、
非
常
に
若
い
学
問
分
野
で
あ
る
。
実
際
に
工
事
現
場
に
も
入
っ
て
い
っ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
す
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
と
業
者
の
人
に
指
示
し
、
あ
る
い
は
サ
ッ
パ
リ
駄
目
で
す
な
ア
と
頭
を
か
い
た
り
し
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
、
こ
れ
は

桜
井
さ
ん
の
弁
。
第
二
六
甲
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
、
理
論
サ
イ
ド
か
ら
の
貢
献
が
成
果
を
博
し
、
第
一
回
井
植
文
化
賞
科
学
技
術
部
門
（
井

植
記
念
会
主
催
）
を
受
賞
○
モ
ノ
を
見
な
い
と
ダ
メ
だ
と
、
今
後
は
さ
ら
に
現
場
で
の
仕
事
を
増
や
し
た
い
と
．
こ
の
学
問
の
草
分
け
の

一
人
と
し
て
、
確
固
た
る
力
学
を
組
立
て
る
た
め
に
世
界
中
の
人
々
と
協
力
し
て
貢
献
し
た
い
と
、
夢
は
大
き
い
ん
で
す
よ
、
と
目
が
輝
く
。
調
歳
。

真
理
と
夢
と
若
さ
と

ノ 神
戸
っ
子
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桜
井
春
輔
〈
神
戸
大
学
ェ
学
部
教
授
〉
カ
メ
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・
米
田
定
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粧いをする老人と女納健

祝
福
さ
れ
る
人
達
あ
な
た
の
人
生
が
ど
ん
な
に 岬赦
バラ色であるかを私に聞かせて下さい
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若
い
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
そ
の
五
度
目
の
演
奏
会
が

今
年
も
２
月
幻
日
県
民
小
劇
場

で
開
か
れ
た
。
若
い
音
楽
家
た

ち
は
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学

部
に
学
ぶ
、
兵
庫
県
出
身
の
学

生
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
。
同

学
部
で
も
県
出
身
の
学
生
が
か

な
り
多
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
地

方
出
身
の
音
楽
家
が
ど
う
し
て

も
東
京
中
心
の
活
動
に
な
り
が

ち
な
現
状
に
、
か
ね
て
か
ら
不

満
を
感
じ
て
い
た
学
生
た
ち
に

よ
っ
て
、
“
年
地
元
神
戸
で
の

演
奏
会
が
企
画
さ
れ
た
の
が
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
出
発
だ
っ
た
。

以
来
仲
間
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し

な
が
ら
、
日
頃
の
研
鎖
を
披
露

す
べ
く
、
毎
年
郷
里
で
の
演
奏

会
を
続
け
て
い
る
。
未
来
の
大

音
楽
家
を
期
待
し
て
、
彼
ら
の

真
剣
な
修
業
、
活
動
に
声
援
を

送
り
た
い
。

回
写
真
は
第
五
回
波
奏
会
の
出
演
者

（
左
か
ら
）
木
川
玲
子
、
鈴
木
千
恵
子

臭
う
ら
ら
、
安
達
い
づ
み
、
山
崎
聡
、

蒲
生
克
郷
、
前
島
直
考
、
文
屋
充
徳
、

野
瀬
徹
、
季
善
銘
、
成
田
考
司
、
中
村

健
、
佐
川
聖
二
・

■
ム
ジ
チ
・
ジ
ョ
バ
ー
ニ
連
絡
先

東
京
都
板
橋
区
大
谷
口
上
町
週
Ｉ
８

中
村
健
壷
東
京
姉
’
四
九
二
九

（
本
・
文
茄
頁
参
照
）

１
k
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ハネムーンの航空運賃･ ホテル料金も含んだ、便利なパックです。
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1 8 7 4 年にドクトル・フォッケ領事のもとに駐神戸ドイツ帝国領事館が開設されて以来、
今年で1 0 0 年になる。この開設1 0 0 年を祝って４月１日、相楽園会館で阪神間在住のドイツ
人、各国領事館員ら約2 0 0 人が集まって祝賀会が開かれた。ウイルヘルム・ロエル総領事、
官崎辰雄神戸市長、ウィルヘルム・グレーベ大使らが祝辞を述べたあと、ロベルト・シン
チンケル教授が1 0 0 年を回顧して講演をし、その後日本酒のダルを割ってなごやかなムー
ドのうちに交歓会がつづいた。
1 8 6 8 年の神戸開港当時は3 0 人だった在神ドイツ人は1 0 年後には1 3 6 人、1 9 0 7 年には2 4 7 人
にふえ、昨年６月現在で兵庫県内は5 0 8 人､ 神戸総領事館管内西日本全域で9 0 0 人が在住し、
日本とドイツの交流のために活躍している。

Ｉ

コウベスナップ

Ｊ
Ⅷ

‐
７
邸

ザ

ｂ民

鴬

▲相楽図会館での記念式典

神戸ドイツ領事館開設１００年を迎えるし

二

〃
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男
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鎮
子
茎

絵
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
は
自
分
の
絵
が
描
け
る
こ
と
。

女
を
描
き
始
め
て
四
年
目
。
増
殖
的
絵
画
と
自
称
す
る
石
阪
春

生
氏
の
絵
は
女
の
神
秘
性
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
面
白
さ
と
、
と
い
う

独
自
の
画
風
で
あ
る
。

主
体
は
女
、
発
想
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
。
つ
ま
り
女
を
主
に
現
実
に

な
い
形
（
風
景
）
を
増
殖
さ
せ
、
具
象
的
世
界
に
み
せ
る
。

「
女
と
い
う
の
は
不
思
議
で
す
ね
。
動
物
は
動
物
的
反
応
し
か
も

た
な
い
の
に
、
女
は
人
間
的
反
応
と
女
性
的
反
応
の
両
面
を
持
つ
。

そ
の
上
、
風
俗
も
持
っ
て
い
る
。
洋
服
も
マ
ン
ト
も
コ
ラ
ー
ジ
ュ

な
ん
で
す
よ
。
こ
こ
に
こ
う
い
う
形
が
ほ
し
い
、
そ
れ
が
マ
ン
ト

で
あ
り
、
マ
ン
ト
の
中
に
あ
る
模
様
だ
っ
た
り
す
る
」

コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
と
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
次

次
と
展
開
さ
れ
る
一
単
位
と
考
え
て
ほ
し
い
．

ひ
だ

「
万
物
は
壁
で
構
成
き
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
波
、
雪
云
、
地

●
い
し
さ
か
は
る
お

●
１
９
２
９
神
戸
に
生
ま
れ
る
●

１
９
５
１
関
西
学
院
大
学
卒
業
●

１
９
５
８
新
制
作
展
に
入
選
・
朝

日
新
人
展
に
出
品
●
１
９
６
２
新

制
作
展
に
て
新
作
家
賞
受
徴
●
１
９

６
４
新
制
作
展
に
て
新
作
家
賞
受

賞
●
１
９
６
６
新
制
作
展
に
て
協

会
賞
受
賞
・
現
代
美
術
選
抜
展
に
出

品
●
１
９
６
７
新
制
作
協
会
会
員

と
な
る
・
安
井
賞
展
に
出
品
●
１
９

６
９
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
チ
フ
ォ
ル
ム

に
て
小
品
展
（
以
降
毎
年
開
催
）
、

１
９
７
１
大
阪
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に

て
個
展
・
安
井
賞
展
に
出
品
・
第
２

回
レ
ヌ
フ
展
に
出
品
●
１
９
７
２

大
阪
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に
て
個
展
・
東

京
店
大
阪
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に
て
個
展

安
井
賞
展
に
出
品
●
１
９
７
４
第
２

回
金
山
平
三
賞
受
賞
●
兵
庫
区
在
住

石
阪
春
生
薪
制
作
協
会
会
員
〉

神
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夢淫掴

lｈ

面
、
樹
そ
し
て
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
壁
。
リ
ズ
ム
み
た
い
な
も

の
な
ん
で
す
が
、
繰
り
返
し
発
展
し
て
結
び
つ
い
て
い
く
一
単
位

と
し
て
の
壁
。
人
間
は
壁
で
生
き
て
い
る
と
も
い
え
る
と
思
い
ま

す
よ
」画

面
の
中
に
は
余
白
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
草
や
風
景

で
埋
ま
っ
て
い
る
。
埋
め
つ
く
さ
れ
て
は
い
る
が
、
空
間
を
、
草

の
間
、
布
の
奥
、
女
の
顔
の
向
こ
う
に
感
じ
る
。
描
き
込
ま
れ
た

も
の
の
内
に
存
在
す
る
空
間
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

美
し
い
瞬
間
、
自
分
に
対
し
て
理
想
的
な
姿
は
、
頭
が
メ
モ
し

て
忘
れ
な
い
も
の
だ
。
仮
面
的
形
相
を
も
つ
・
絵
の
中
の
女
は
、
決

し
て
生
活
を
み
せ
な
い
。
心
に
残
る
姿
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
婆

の
中
で
揺
れ
動
く
人
間
の
一
コ
マ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
心
が
喜
ん
で
い
る
時
は
絵
が
前
へ
行
く
」
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か

う
こ
と
が
生
活
で
あ
る
こ
の
人
の
言
葉
で
す
。
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画春 は気持ちのいい
ブ‘ルーがいちばん
蕉尾卓思さん
〈ワシオ産姉人科診療室＞

今日はこれから新幹線に乗っ
て倉倣へ。流行色ブルーを着
こなして蝋爽と出発つ鷲尾先
生は、ウネのお店の人々の気
さくざと洋服を見る眼が、な
によりのごひいきだそうです。

難
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■
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盃亜遥盃亜遥盃亜遥世界のオシャレをおとどけする
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、

ク 弁
、

ニーヨ

一
口

」
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壁１

、
､神戸元町| 丁目ＴＥＬ３３１－３１１２

東急百貨店渋谷店・日本橋店
札幌店

ｶ ﾒ ﾗ ／杉尾友士郎
、
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NewLifELadyinKobe(2)

蕊

｢ やきしい人が
理想なの…」
丸山寿二子さん
< 丸山印刷ＫＫ丸山茂社長長女＞
５月の空は青く、海の色は青い。お父さん

が経営されている丸山印刷ＫＫの神戸本社へ、
昨年甲南女子大学を卒業し、８月より経理部
に籍を置く、オフィスレディ１年生の寿子さ
んは、小柄な優しいお嬢さんだ。
「学生時代と違って、毎朝８時3 0 分出社でし
ょう。ちょっとなれるまで苦労しました。で
もお仕事している方が毎日に変化があって、
張りあいがありますものね。
結婚？ええ、やさしい人がいらしたらいつ
でも……｡ 」
仕事の合い間に近くのこのポートターミナ
ルへ外国の観光船を見ながら一息つくそうだ。
趣味は、お友達に教わるアートフラワーと

旅行。昨年は仙台まででかけたとか。それに
手づくりのお菓子をつくるのが好きだという
スイートなレディである。

本社神戸市生田区北長狭通１－１９ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 9 1 - 8 6 8 1

本部尼崎市水堂町4丁目１番5号ＴＥＬ(06)429-3321ノ
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.…〆ご論望の方…てご遮綴下誉い｡③…の…傭-'ﾚﾏｰ'の唐で ご愛顧 2 0 年田崎真珠
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M１

モンテ･ クリスト伯は中をくりぬいて丸薬入れにした、
嬰児の拳ほどもあるエメラルドをとり出した。
あの場合伯爵にはｴ ﾒ ﾗ ﾙ ド以外に似つかわしい宝石はない。
知性と高潔な魂にのみふさわしいｴ ﾒ ﾗ ﾙ 晩
田崎真珠ＴＡＳＡＫＩＰＥＡＲＬＳ
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